
 

 

 

 

 

１０月２３日（水）「ノースマホ・ノーゲームデー」の実施状況 
 

「ノースマホ・ノーゲームデー」ではお世話になりました。児童へ聞き取りをした状況をお知らせします。 

多くのご家庭で，使用時間や使用場所，使用してよい内容等を話し合ってくださったようです。あり

がとうございます。おかげさまで前回よりも話し合った，実施できた人数がやや増えているようです。

子供たちの意識を高め，自分の時間をより有効に使うために，ぜひご協力をお願いいたします。保護者

がフィルタリングの設定をした上で，一緒にルールを決め，節度を守って使用させることが，子供たち

が健やかに成長し，犯罪から守ることにもつながります。(ペアレンタルコントロール) 

「スマホ・ケータイ宮っ子ルール」の 4 つの約束を守るのはなぜ？ 

①ネットを起因とした犯罪被害にあっている児童の 9 割はフィルタリングをしていません。 

②ネットゲームでの被害やトラブルが増加しています。 

 ボイスチャットでの暴言によるトラブル，ゲーム内での仲間外しがいじめへ，高額な課金請求，誘

拐などの犯罪被害 

③時間制限をしないと新たな病気「ゲーム依存」になることがあります。 

④ネットによる犯罪被害やネット依存が増加しています。（個人情報流出や自画撮り被害の増加） 

 

 

 

 

 

 

 

                           

学校でのいじめ防止の取組 
 10 月 2２日に「学校生活に関するアンケート」を実施しました。子供たちが，学校生活で困っていること

はないか，年に 4 回アンケート調査を実施しています。それをもとに教育相談で一人一人と話し合いをもちま

す。多くの児童が学校は楽しい，友達と遊ぶのは楽しいと答えていました。一方で困っていることがあると答

えた児童には，解決方法を一緒に話し合い，前向きな気持ちで生活できるよう支援をしています。また，定期

的に各学級の様子を教職員で話し合い，全校体制で考えています。いじめをしない児童を育てるために自己肯

定感を高める取組として，各学級では毎日友達同士で認め合う場を設定するとともに，学習や係活動等で一人

一人が活躍する場面も設けるようにしています。今年度も子供たちのよさを認める取組として，学校では「き

らり賞」の表彰を行っています。 

家庭でやるとよいこと 

•自立できる子にする。 
→過干渉・過保護の家庭で育った子供は，自分で考え，立ち直っていくということが難しくなります。 

•良いこと，悪いことをはっきり教える 

•言い返す練習をする→きちんと言い返す，切り替えしをすることで，いじめはかなり防げます。 

•愛していることを伝える 

•ほめてあげる 

•自制心を鍛える 

 

質問 

 

 

学年 

スマホ・携帯

電話・ゲーム

機の何れかを

持っている。 

家の人と話し合った 実施できた 

はい いいえ はい いいえ 

１年 １８ １８ １０ ５ １１ 

２年 ２２ １７ ５ ２０ ４ 

３年 ３２ １６ １６ １２ ２３ 

４年 ２８ ２５ ３ １４ ２３ 

５年 ２４ １８ ６ ２５ ２０ 

６年 ３０ ２０ １０ １０ ５ 

合計 １３６ １１４ ５０ ８６ ８６ 
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スマホ・ケータイ宮っ子ルール共同宣言 Ver.2 

○み  みんな必ずフィルタリング！ 

○や  やる前にしよう！ 

ネットゲームの OK?NG！ 

○つ  使う時間を決めよう！守ろう！ 

○こ  怖いネットの落とし穴に注意！ 

 いじめをなくすためには，ご家庭の協力も不可欠です。折に触れ

「いじめはいけないこと」だということを話していただきたいと思い

ます。「いじめ」はしてはいけないことであると同時に、「いじめ」

をされることも通常ではないのだということを子供たちにお伝えくだ

さい。子供は親の後姿を見て育っていきます。 



〇親子で考える道徳（3・4 年生） 
一人一人の違いや，得意不得意を認めること，自分や友達のかけがえのない名前を大切にすること，インターネ

ットでのやりとりの問題等，保護者の皆様と考える「親子で考える道徳」を実施しました。ご理解とご協力をありが
とうございました。家庭で，お子さんと一緒に考えることで，思いやりの心や規範意識を高めていきたいと思います。
また，取り組んだ課題を児童指導だよりにて全校で共有することで，さらに道徳的心情を育むきっかけとしていき
たいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～道徳について，お子さんと一緒に考えてみた感想～ 

【３年生の保護者より】 
・名前や呼び方について考えるよい機会となりました。自分は気づかなくても相手が嫌がっているかもしれないか
ら，相手の気持ちを想像できるようになってほしいです。 

・一人一人の名前には，大切な思いがつまっていること，相手の立場になって考え，思いやりをもって接していくこ
との大切さを一緒に考えられました。 

・自分にも友達にも大切な家族がいて，気持ちがある。いつも相手の立場になることを忘れずにいたいです。 
・自分は遊びだと思っていても，相手がどう感じているかで，楽しい遊びとは違ったものになってしまう。普段友達
とどんな気もちで接しているか話し合えたよい機会となりました。 

・自分の価値観だけでなく，相手を思いやり親切にすることは大切。それで,互いに助け合う関係性が作れ，仲良く
なるきっかけになると思います。 

・悪気がないではなく，感じ方の違いがあっても，相手を思いやり自分にも優しく楽しく幸せに生きてほしいです。 
・友達とのやり取りで悲しい思いをした経験を思い出し，自分がされて嫌なことは誰にもしないし，されている人
とがいたら勇気を出して笑顔で話し掛けてほしいです。 

【４年生の保護者より】 
・名前について「家族からもらう最初のプレゼント。」という文に心を打たれました。一人一人の名前は，家族が生
まれてきた子供のために考え抜いて決めている大切なものです。人権について一緒に考えられたよい機会でした。 

・子どもが，「まず相手の話を聞く。それは相手と自分との考えの違いを知ったうえで話すためだ。」と言っていまし
た。教えてもらったようで，心から感心し，成長を感じました。 

・名前やあだ名だけでなく，いろいろな面で，相手の気持ちを考えて行動する，それが友達を含め自分が関わる全て
の人にできれば，幸せな世界になるねと話し合いました。 

・中学年・高学年につれて，些細なことでも相手が傷つくことを言ってしまう，言われてしまうことが増えていくと
思いますが，「相手のことを考える。」ということを学ぶ機会になりました。 

・成長と共に様々な心の変化も起こり，対人関係でも勉強することが増えると思います。相手の表情で気付いてあ
げられたらいいのですが・・・。自分がされて嫌だったことを考え，思いやりのある対人関係を築いていけたらよ
いです。 
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